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レン症候群学

会 

シェーグレン症候群

の診断と治療マニュ

アル改訂第３版 

診断と治療社 東京 2018 168-177 
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冨板美奈子 小児期シェーグ

レン症候群診断

の手引き 

厚生労働科学

研究費補助金

難治性疾患等

政策研究事業 

若年性特発性

関節炎と主と

した小児リウ

マチ性疾患の

診断基準・重

症度分類の標

準化とエビデ

ンスに基づい

たガイドライ

ンの策定に関

する研究班 

シェーグレン

症候群分担班 

小児期シェーグレン

症候群診療の手引き 

羊土社 東京 2018 31-36 

冨板美奈子 Sjögren 症候群 「小児内科」

・「小児外科

」合同編集委

員会 

小児疾患の診断・治療

基準 小児内科 50 巻

臨時増刊号 

東京医学社 東京 2018 306-307 

冨板美奈子 IGG4 関連疾患 稲毛康司 小児科ステロイドの

使い方・止め方・続け

方 

文光堂 東京 2019 88-91 

秋葉靖、冨板美奈

子 

エリテマトーデ

ス 

大嶋勇成、宮

地良樹 

こどもの皮膚の診か

た 

診断と治療社 東京 2019 157-159 

Hirohata S. Epidemiology 

of 

Neuropsychiatr

ic Systemic 

Lupus 

Erythematosus 

Hirohata S. Neuropsychiatric 

Systemic Lupus 

Erythematosus: 

Pathogenesis, 

Clinical Aspects and 

Treatment. 

Springer 

International 

Publishing AG 

New York,

 NY 

2018 pp.1-14 

Hirohata S. Immunopatholog

y of 

Neuropsychiatr

ic Systemic 

Lupus 

Erythematosus 

Hirohata S. Neuropsychiatric 

Systemic Lupus 

Erythematosus: 

Pathogenesis, 

Clinical Aspects and 

Treatment. 

Springer 

International 

Publishing AG 

New York,

 NY 

2018 pp.29-42 

Hirohata S. Pathology of 

Neuropsychiatr

ic Systemic 

Lupus 

Erythematosus 

Hirohata S. Neuropsychiatric 

Systemic Lupus 

Erythematosus: 

Pathogenesis, 

Clinical Aspects and 

Treatment. 

Springer 

International 

Publishing AG 

New York,

 NY 

2018 pp.43-58 
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Arinuma Y, 

Hirohata S. 

 
 
 
 

Clinical 

Features 

Hirohata S. Neuropsychiatric 

Systemic Lupus 

Erythematosus: 

Pathogenesis, 

Clinical Aspects and 

Treatment. 

pringer 

International 

Publishing AG 

New York,

 NY 

2018 pp.59-76 

 
 
 
 
 

Arinuma Y, 

Hirohata S. 

Imaging of 

Neuropsychiatr

ic Systemic 

Lupus 

Erythematosus 

Hirohata S. Neuropsychiatric 

Systemic Lupus 

Erythematosus: 

Pathogenesis, 

Clinical Aspects and 

Treatment. 

pringer Interna

tional Publishi

ng AG 

New York,

 NY 

2018 pp.123-128 

厚労科研：JIA を主

とした小児リウマ

チ性疾患の診断基

準・重症度分類の

標準化とエビデン

スに基づいたガイ

ドラインの策定に

関する研究班（代

表、森雅亮） 

小児 SLE 診療の

手引き 2018 

武井修治 小児 SLE の診療の手

引き 2018 

羊土社 東京 2018  

亀田秀人 全身性エリテマ

トーデス 

福井次矢、高

木誠、小室一

成 

今日の治療指針 

 
 

 

医学書院 東京 2018 840-842 

亀田秀人 ステロイド等価

換算、薬物相互

作用 

山本一彦 ステロイドの選び方

・使い方ハンドブック

改訂第 3版 

羊土社 東京 2018 27-33 

Araki Y, Mimura T Chapter 12: 

Epigenetic 

Basis of 

Autoimmune 

Disorders in 

Humans.  

Trygve 

Tollefsbol 

Epigenetics in Human 

Disease, 2nd 

edition. 

Elsevie  2018. 

5.18 

353-386 

三村俊英 Ⅹ膠原病・類縁

疾患．9．成人ス

ティル病 

門脇孝・小室

一成・宮地良

樹 

「診療ガイドライン」

UP-TO-DATE2018-2019 

メディカルレビ

ュー社 

 2018. 

1.17 

645-649 

川畑仁人 リウマチ・膠原

病治療総論 

川畑仁人 リウマチ・膠原病治療

薬ハンドブックーエ

キスパートが教える

極意ー第 1版 

文光堂 東京 2018 2-6 

川畑仁人 添付文書及びガ

イドラインに基

づく薬剤と疾患

の対応表 

川畑仁人 リウマチ・膠原病治療

薬ハンドブックーエ

キスパートが教える

極意ー第 1版 

文光堂 東京 2018 18-21 
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川畑仁人 セルトリズマブ

ペゴル 

川畑仁人 リウマチ・膠原病治療

薬ハンドブックーエ

キスパートが教える

極意ー第 1版 

文光堂 東京 2018 100-106 

岡本奈美 分担執筆 厚生労働科学

研究費補助金

難治性疾患等

政策研究事業

自己免疫疾患

に関する調査

研究班 

成人スチル病診療ガ

イドライン 2017 年版 

診断と治療社 東京 2018  

岡本奈美 腺障害の検査 厚生労働科学

研究費補助金

難治性疾患等

政策研究事業

若年性特発性

関節炎を主と

した小児リウ

マチ性疾患の

診断基準・重

症度分類の標

準化とエビデ

ンスに基づい

たガイドライ

ンの策定に関

する研究班 

小児期シェーグレン

症候群診療の手引き

2018 年版 

羊土社 東京 2018 27-30 

森 雅亮. 若年性特発性関

節炎. 

  希少疾患用医薬品の

適応拡大と事業性評

価. 

技術情報協会 東京 2018  

森 雅亮.  小児リウマチ

性疾患における

薬剤.  

  リウマチ・膠原病治療

薬ハンドブック. 

文光堂 東京 2018 215-231 

森 雅亮. 若年性特発性関

節炎.  

  診断と治療のABC 139

リウマチ・膠原病. 

最新医学社 東京 2018 88-97. 

岡本奈美 若年性特発性関

節炎（JIA） 

稲毛康司 小児科ステロイドの

使い方・止め方・続け

方． 

文光堂 東京 2018 69-71 

Kawaguchi S, 

Higasa K, Yamada 

R, Matsuda F 

Comprehensive 

HLA typing from 

a current 

allele 

database using 

next-generatio

n sequencing 

data   

Sebastian Bo

egel 

HLA Typing Humana Press, N

ew York, NY 

New York 2018 225-233 

 
 


	空白ページ
	（自己免疫疾患に関する調査研究班
	空白ページ
	空白ページ

	空白ページ



